
     技術・開発部門管理者のための 

「技術開発マネジメント力強化」セミナーのご案内 
 

 本セミナーは、国内外の一部上場企業で実績のある「技術総合力評価・改善プログラム」です、まず、自社

の技術総合力評価を通して、強み、弱みを掴み、その認識に基づいてグローバルな市場競争ができる技術総

合力の強化策を選択して実現する方法について学んでいただきます。 

 

  

 

 

技術とは何か？その裏には「人」が居ることを認識し、技術とは「人を変える、育成する」、技術の見える化、 

即ち「人能力」の見える化を図ることを狙いとして以下のプログラムで提供します。 

■プログラムの特徴 

  経営指標ＲＯＡを変える「技術」は、4つのキーファクターから成り立っている。単に、技術でなく、バランス  

のとれた人材の育成が求められている。 

 ①マネジメント・・・新製品、新技術開発や設計のテーマや、その開発・設計プロセスと、そこに投入される
    技術人材等を管理する働き。 

 ②テーマ ・・・新製品、新技術開発や、設計の有効テーマを創出する働き。 

 ③プロセス ・・・新製品、新技術テーマを実現するための仕組みと、その生産製と品質確保の働き。 

 ④リソース ・・・新製品、新技術テーマを実現するための必要資源（人－技術）と、保有する資源の有
    効配分の働き。 

■カリキュラムの概要 ：３時間×４回 ｏｒ ６時間×２回で実施 

  １．「技術開発マネジメント力強化プログラム」の概要 

  ２．技術診断プログラムによる、技術力診断の実施法と技術力強化診断の実践 

  ３．技術開発マネジメント力強化のポイント 

  ３．テーママネジメント：テーママネジメント強化のポイント（テーマを作る能力） 

  ４．プロセスマネジメント強化のポイント（開発活動プロセスの品質と生産性改善） 

  ５．リーソースマネジメント強化のポイント（技術人材を管理し、育成する） 

  ６．まとめ 

 

■講師紹介 

  ●ケーイー・ソリューションズ（株）取締役 小野嘉雄 

  ●日本国内の一部上場製造業の企業、および、海外（韓国、タイ）の大手企業のコンサルティングを歴任。 

   ※略歴詳細は、別紙の講師略歴書を参照ください。 

   ※ケーイー・ソリューションズ(株)ＨＰ：http://www.kesol.co.jp 
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小野嘉雄講師略歴 

主な経歴 

  １．昭和36年4月(社)日本能率協会入会経営コンサルタントとして企業の支援に従事。 

 ・生産システム設計技法の開発とその普及、指導。 

   システム開発技法としてFN法の開発 

 ・ロボットによる生産システムの開発、指導。 

 ・エネルギー効率化技法の開発とその普及、指導。 

    (社)日本産業用ロボットエ業会事業に参加。 

  ２．昭和50年12月（株）日本エンジエアリング研究所設立。代表取締役として従事。 

 ・経営効率化技法としてMAP法の開発、普及、指導。 

 ・コンピュータによる小集団改善活動プログラムの開発と普及、指導。 

 ・(社)日本産業用ロボットエ業会の関連事業として、ファクトリーオート 
  メーションの普及を目的とした組織「【ROFA」の活動として、 
             全国テクノポリスにおけるファクトリーオートメーション教育研修の実施。 
 ・中小企業事業団に参加。 
  「ロボット導入のシステム設計に関する研究「ロボット導入の実務－日刊工業」 
 ・（社）日本産業ロボット工業会事業として、 
                          「パーソナルロボットシステムの策定研究の受託研究」 

 ３．昭和62年4月 ナレッジエンジエアリングインステチュート設立。  

   代表取締役として従事。 

 企業における製品、技術開発活動の強化支援を目的として、必要な 
 「方法工学」の開発と提供を柱とした事業を行う。 

・平成2年「経営技術開発賞」を受賞。 
・平成5年「外段取り型技術開発活動強化法」を研究。 
・CALS EXPO InternaJona1 1 997で「TBMプログラム」を発表。 

Timing Based Managementプログラムとして商品化し、企業の開発スピード、 
開発テーマ創出、開発戦力強化および開発技術経営手法の普及。 

特に、「開発、技術部門人材教育を重視し、「技術と経営塾」を開設し、講座を
提供。 

   4．平成13年企業における「技術総合力の評価法」開発、商品化。 

     多くの企業による「試行」を経て「TIMEプログラム」を商品化。 
 ・2004年より、一般企業で実践出来るプログラムとして提供する。 
 ・「技術カドック」の開設。 
  企業の技術力を4つの要素で評価する。   
            ①テーマカ、②プロセスカ、③リソースカ、④マネジメントカ 

  ５．平成22年6月 ケーイー・ソリューションズ（株）設立に参画。 
    取締役に就任。 
 
 

   


